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3試 験 結 果

(1)葉面散布した尿素山来 Nの回収率

散布 1週間後の分析結果は表 2に示した。これによれば ,

-81

各部位のN%は散布濃度の違いによる差は認められなかっ

たが,excess%は散布濃度の高いはど高く, 部位では葉

葉面散布した尿素由来 Nの回収率は,散布濃度 05%,

10%及び 15%区でそれぞれ671%, 520%及び620%

であった。

また,収穫期における分析結果は表 3に示した。

表3 収穫期における分析結果

散布濃度05%,10%及 び 15%区の各部位のN%は ,

茎と葵では処理濃度の違いによる差は認められなかったが ,

1 は し が き

大豆は子実牛産のため多量のNを必要とすることは周知  と幼葵で高かった。また,体内に取り込まれた尿素由来N

のところである。そこで多収のため体内のN集積量を高め  の体内配分率は,茎で10～ 20%,葉で42～ 44%,幼奏で

ることが必要であるとされ,施肥の面から開花期N追肥が  41～ 45%及び根で 2～ 3%であった。葉と幼葵の両部位に

行われている。この際,追肥を畦間施用した場合その肥効  は,取り込まれたNの 85～ 87%が配分されていた。

は,土壌の乾湿及び降水量などの影響で年次により差異を    表2 最終散布 1週間後の分析結果
生ずることが考えられる。

そこで,土壌水分などに影響されないで,よ り効率的に

Nを体内に取り込ませる手段として,尿素による葉面散布

を取り上げその肥効について検討した。

2 試 験 方 法

(1)尿素の散布濃度 : 予備試験として散布濃度を 4%

まで設けて検討した結果, 2%以上で葉焼けが認められた

ので最高濃度を15%と し,以下 10%及び 05%の 3段階

を設けた。

●)散布液量 : 150″ /10α (展着剤加用 )。

0)散布時間及び回数 : 終花期以降 3回散布 (5:00

pm)。

“

)供試品種及び栽植密度 : オクシロメ,70X15錫 ,

1本立 (95本 /ア )

(5)葉面散布した尿素由来 Nの回収率の検討 : CO

(15 NH2)2 5 10atom%を用いた。供試株は 1区 10株とし,

そのうち 3株を中性洗剤で洗浄後分析に供試した。
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子実部で 1ま散布濃度の高いほどN%が高まる傾向が認めら
た。一方,eКess%は各処理区とも奏で高く,散布濃度の

高いほどその割合も高い傾向にあった。

また,葉面散布した尿素由来 Nの回収率は, 散布濃度

05%, 10%及び15%区でそれぞれ560%,540%及び
669%であった。体内に取り込まれた尿素由来Nの ,1～

93%は ,子実部へ配分されており,効率よく子実生産に関

与していることが認められた。

●)収量分解調査
収量分解調査の結果は表 4に示した。尿素の葉面散布区

において,散布濃度10～ 15%区の収量は,N3区対比で

20～ 22%の増収が認められたが,05%区の収量はN3
区とはぼ同水準であった。一方,開花期追肥 3″ 及び 64/‐

区においても,N3区対比で 19～ 25%の増収が認められ
た。

葉面散布及び開花期追肥Nlり当たりの増収量は,前者

これによれば,葵伸長期において,葉面散布区は散布濃

度の高いほど,その合有率は低く,全窒素に対する割合も

低い傾向にあった。

また,子実月巴大期では,各処理区とも葵伸長期よりは,
アラントインの含有率は高まっていたが,その増加割合は

N3区に比べて小さく,また散布濃度の高い区ほど増加割
合は小さかった。

同様に開花期追肥区においても,N施用量の多い程アラ
ントインの増カロ量及び全窒素に対する割合力N/1ヽさい傾向に

あった。このように,人為的に体内にNを供給させること

の方で高く,子実生産効率の高いことが認められた。

また,収量構成要素の一つであるプ当たり着葵数は,葉

面散布区において,散布濃度が高いほど多 く確保されてい

た。一方 ,葉面散布が百粒重に及ぼす影響は明らかでなか

った。

●)時期別茎中アラントインーN
大豆の子実生産に関与するN化合物の一つとして,ア ラ

ントインがある。このアラントインが葉面散布によりどの

ような影響を受けるかを検討した。その結果は表 5に示し

た。

は,大豆の子実を窟に関与するN化合物の一つであるアラ
ントインの生成を抑制するものと判断された。

4 ま  と  め

尿素の葉面散布の肥効について検討した結果,葉面散布

した尿素由来Nの 50%以上が体内に取り込まれ,かつ取り

込まれたNの 90%以上が子実へ転流し,子実生産に効率的

に利用されていることが認められた。また,収量分解調査

の結果から,散布濃度 10～ 15%で 20～ 22%の増収が認
められ,それは″当たりの着葵数によるものと判断された。

これらのことから,尿素の葉面散布も大豆多収のための一

つの手段であると考えられる。

表4 収量分解調査
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表5 時期男1茎中アラントインーNの含有率 (%)
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